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NY マーケットレポート（2019 年 6 月 26 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 

 

≪ NY 市場概況 ≫ 

序盤に発表された 5 月の米耐久財受注が市場予想を下回る結果となったことを受けて、ドルは上値の重

い動きとなった。しかし、欧州の時間帯に米財務長官が「米中通商交渉は 90％完了している」と発言し

たことで、ドルは底固い動きが続いていたことから、ドルの下値は限定的だった。その後は、G20 首脳会

議、米中首脳会談などを控えて様子見ムードが強まり、ドルはやや限定的な動きが続いた。その中で、

米国債利回りが上昇したことでドル買い・円売りとなり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

主要な米経済指標結果 

5 月耐久財受注（前月比） -1.3％（予想 0.0％・前回 -2.1％⇒-2.8％） 

5 月耐久財受注[除輸送用機器]（前月比） 0.3％（予想 0.1％・前回 0.0％⇒-0.1％） 

5 月の米耐久財受注は、市場予想を下回り 2018 年 7 月以来の 2 ヵ月連続のマイナスとなった。統計デー

タを見ると輸送機器は-4.6％（前月-7.6％）となり、民間航空機が-28.2％（-39.3％）、国防関連の航

空機は-15.3％、自動車・同部品が+0.6％（-3.2％）となった。輸送機器を除いた受注+0.3％（-0.1％）

と市場予想を上回った。また、資本財は-3.3％（-4.8％）、資本財から国防関連を除いた受注は-2.3％

（-6.9％）。非国防資本財から航空機を除いたコア受注は+0.4％（-1.0％）だった。 

 

データを基に SBILM が作成 
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ダウ平均株価は小幅反落、ナスダックは 4 営業日ぶりに反発 

米株式市場では、ムニューシン米財務長官が米中通商協議に楽観的な見方を示したことが好感され、主

要株価指数は序盤から堅調な動きとなったものの、その後は米中首脳会談の結果を見極めたいとの思惑

が強まり、NY ダウが一時前日比 111 ドル高から終盤にかけてマイナス圏へ落ち込み、結局 11 ドル安で終

了した。一方、ハイテク株中心のナスダックは、25 ポイント高で終了し、4 営業日ぶりに反発となった。 

 

データを基に SBILM が作成 
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ドル円・クロス円は底固い動き 

欧州タイムにムニューシン米財務長官が「米中通商交渉は 90％完了している」と発言したことで、ドル

は堅調な動きが続いていたことから、5 月の米耐久財受注が市場予想を下回る結果となり、2 ヵ月連続の

マイナスとなったもののドルの下値は限定的だった。その後は、G20 首脳会議、米中首脳会談などのイベ

ントを控えて様子見ムードが強く、また上昇して始まった米主要株価指数も上げ幅を縮小したこともあ

り、ドルはやや限定的な動きが続いた。その中で、米 10 年債利回りが 2.0038％から 2.0503％まで上昇

したことでドル買い・円売りとなり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。

 
出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

◇ロシアルーブル 

昨日 26 日のルーブルは 62.9925 ルーブルと対ドルで反落した一方、対円では 1.7081 円と反発。29 日の米中

首脳会談を控え様子見ムードが強まる中で、ルーブルは対ドルで軟調に推移。月末に向けたドル買い需要と

ともに FRB の早期利下げ観測の後退を背景にした米長期金利の上昇も影響。さらに月末の税払いに関わる外

貨売り・ルーブル買いが一服したことも対ドルでのルーブル安の一因となった。 
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また、ドル建のロシア RTS 株価指数は 5.76Pts 高の 1386.63Pts また、MOEX 指 2775.14Pts (21.18Pts 高）

と揃って反発した。米国の対ロシア経済制裁に対する警戒感が上昇の足かせとなったものの ECB や FRB の緩

和観測に加え、原油価格の上昇が株式市場のサポート要因となった。 

 

◇ブラジルレアル 

昨晩 26 日のレアルは 1ドル=3.8463 レアル、対円で 28.021 円と対ドル、対円で反発した。欧州市場で報じ

られたムニューシン米財務長官による米中通商交渉への楽観的な見方が支援材料となったほか、今週中にも

実施される予定の年金改革法案採決への期待もレアルの支援材料となった。 

また、ボベスパ指数は 595.68Pts 高の 100,688.63Pts と反発して取引を終了した。欧州市場で報じられたム

ニューシン米財務長官による米中通商交渉への楽観的な見方が支援材料となったほか、今週中にも実施され

る予定の年金改革法案採決への期待もボベスパ指数の上昇につながった。 
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